








このたびは本品をお買いあげいただき 
まことにありがとラございます。 

♦ご使用になる前に、必ずこの「取扱 
説明書 J をよくお読みいただを、正 
しく使用して < ださい。 

この r 取扱説明書」は、保証書と共に 
大切に保管しておいてください。 

♦取扱説日月書を紛失された場合は、お 
買上げの販売店にご相談ください。 


参を全のために必ずお守りください… • 

♦使用ずる場所 . 

♦ち部のなまえ . 

•使巧前の華備 

使用前の準備 . 

燃料 . 

給油のしかた . 

点火前の華備と確認 . 

♦使いかた 

点火のしかた . 

炎の調節のしかた . 

消乂のしかた . 

でるでるあの使いかた . 

対麗自動消火装置 . 

•点検.手入れ . 

♦故障.異常の見分けかたと処置方法’ 

♦部品交換のしかた . 

♦保营(長期間使用しない場台) . 

♦廃棄ずるとき . 
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安全のために必ずお守り < ださい 


宵:腊. 


♦お使いになる人や他の人へのを害と財産への損害を未然に防ぎ、製品をま全に正しく使用するために、必ずお守 D いただくことを 
説明していまず。 

♦ここに示した表おは、誤った使いかたをしたとをに生じる危害や損害の程度をなの表示で区分し、説明していまず。 

A I この表おを無視して、誤った取扱いをすると、人が死 t 、 重傷を負う危険、ま 

ZlA / BPxVUMIMUtn ； たは义災の筒横び差し迫って生じることび想定される内容を示しています。 

A 整化 f WARMIMP ^ この表示を無視して、誤った取扱いをすると、人び死 t 、重傷を負う可能性、 
_胃口'^ VV パ niMIIMw ノ ^または火災の可肯目性び想定される内容をおしています。_ 

A ITirilVI 、 この表示を無視して、誤った取扱いをすると、人び傷害を負う可能性や物的 

風、 し AU I IUIM ； 損害の発生び想定される内容を示しています。 


■ 


お守りいただく内容を、次の絵表示で区分しています。 



この絵表示は、「禁止」さ 
れている内容です。 

〇爲 

この絵表あは、必ずして 
いただく「指示」内容です。 


A 


この給表示は、「を意」し 
ていただ < 内容です。 


»説明文中の r お願い」 事項は、本機を誤りなく正しく使用して 
いただくための内容び記載されています。 


A 危険 （ DANGER ) 


★ガソリン使用禁止 


ガソ U ンなど揮発性の青い油は、絶対に使用しないで<ださい。 
か量の混入でち、义おの原因になります。 



ガソリン禁止 


A 警告 （ WARNING ) 


女換気必要 

•換気せずに使用しつづけないで<ださい。 

酸素び不足すると、不完全燃焼し、一酸化炭素などが発生して中霉になるおそれびあ D ます。 
また、乳か巧や呼吸器疾患などのかたは、体調不良になるおそれびあ D ます。 
•使用中は必ず！時間に T 〜2回（1〜2分)換気して、新鮮な空気を補給して<ださい。 
(窓の凍結、地下室など)換気び巧分におこなえない場巧では、使用しないでください。 


★スプレー宙厳禁 

スプレー巧やカセツトこんろ用ボンベなどを、ストーブの上や周囲に放置しないでください。 
熱で生の圧力び上び D 、 爆発し、を検です。 





I ★カーテン、可燃物近接厳禁 I 

カーテンや燃えやすいちののそばなどでは使用しないで < ださし、。 
ストーブの周囲に可燃物を歷かないでくだごい。 

ストーブの熱気で着火して、火災の原因になります。 


★巧類の乾燥厳禁 

衣類などの乾願には使用しないでください。 

乾燥ずるとストーブの熱気でゆれて落下して、火がの原因にな D ます。 

★寝るとを消乂 

寝るとき梓刘出ずるときは、必ず乂び消えていることを確詔してくだごい。 
予想しない事故び発をずるおそれびあごます。 


★給油時消义 

給油は、ぶ、ず消化し、ストープの温度び充分に下びつてからおこなってください。 
乂災の原因になりまず。 


女可燃性ガス使用厳禁 

ス 1 ブを使巧している部屋で、可燃性ガスび発をずるをの(ガソリン、ベンジン、シンナー)や、 
スプレーを使用しないで < ださい。 

火がや故障の原因にな口ます。_ 

女やかんのせ^ 

やかんやなべなどをのせなレで<ださい。 

振動や接酷によって、やかんの落下や、やかんの熱湯びこぼ〇、やけどのおそれびあ0ます。 
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禁止 

〇 
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使用禁止 


0 












A ミま意 （CAUTION) 


★居室內給油禁止 

給油は、必ず乂の気のないところでおこなってくだごい。 

乂災のおそれびあ D ます。 

★変質な油禁止 

変質丹油(持ち越した灯油など）、不純巧油げ了油な列の油-水.ごみび混入したな油など)を使巧 
しないで < ださい。 

異常燃焼や故障（しんび下び6ない、点火でさない、火び消えない)の原因になります。 

★燃焼中移動禁 止 

火のついたまま持ち運ばないでくだごい。 

やけどのおそれびあります。また，輯倒すると火がになるおそれびあります。 



★移動•運搬ずるときの注意] 

•ストーブを移動させる塌合は、必ずミ肖火し、ストーブの溫度び巧分に下びってから、つり手を 
持ち誤品をつり下げて惕けないぶラに静かに移動してください。 

つ D 手を斜め、横ち向に倒して持ち上げると、つり手び抜けて製品び落下して危除です。 
•修理•引越しなどで、ストーブを運搬される場合は、電池ヶースから乾電池を取りはずして、 
油タンクの灯油を抜いてください。 

_運搬の途中で打油びこぼれて、周囲を巧すおそれびあ D ます。 


★異常時使用禁止 

におい、すずの発生、炎のが態など異常燃焼を起こしたとさは、使用しないで<ださい。 
緊急の場合でちあわてずに、しんを下げて消乂してください。 


答 

每 

を 


〇 



★窓雲母の破れ使用禁止 


が筒の窓雲母び破れたり、巧があいた状態では、絶対に使用しないで<ださい。 
異常燃巧を超こしたり、ずすが発をするおそれびあ0ます。 


★正常燃焼の確認 

燃焼中は時々がを見て、正常燃焼していることを確かめて<ださい。 

しんび上び0ずぎた0、燃焼筒びずれていると、すすび出て異常燃焼を起こして危険です。 


★高温部接 Si 禁止 

燃焼中や消火直後は、高温部、天板(上面)やガードに手など所れないよラにま意してください C 
燃焼中は必ずつり手を降ろしてください。 

やけどのおそれびあ D ます。 


0 

使用禁止 


〇 


★ふく射熱に長時間あた5なし 、I 


ストープの間近でふくが熱に長時間あたりつづけると、低湿やけどや脱水症げになるおそれびあ 
ります。 

とくに、幼いおモ様やお年寄り、病気や体の不自由なちなどの暖房にはおおに注意してください。 

★ほこりの除去 

屋台、毁品内部のほこりをとさどさ隙まして<ださし、。 

油タンクの下から燃焼用空気を吸い込みますので、紙、ビニールなどを入れないよラにま意して 
<ださい。 

ごみ、ほこりなどびつまると、異常燃焼や火災の原因になじます。 _ 


★巧麗自動消义装置の作動確認 

使用開始時と、使巧中は1箇月に1回し以上、巧巧自動消义装置を作動させて確実に消火ずること 
を確かめて < ださい。 

確実に消火しないときは使用しないで、すぐに修理してくだごい。_ 

★ 純正部品の使用 

しんなどの部品は、おずトヨストーブ純正部品(指定された部品)を使用してください。 

綿正部品を使巧しないと、ストーブの性能を損なラばかりでなく、故障や予想でをない事巧び発 
生するおそれびあります。_ _ _ 

★ 分解修理•改造の禁止 

故障、破損したら使用しないでください。 

ス I ブは絶巧に改造して使用しないでください。 

不完全な修理や改造はち験です。 




¢5 接軸禁止 


A 


やけどま意 


〇 


¥ 

分解禁止 









を全のために必ずお守り < ださい 


A ミち意 （ CAUTION) 


★お子様やお 年寄りのご使用にま意 

お子様やお年雷 D 、 体の不自由な方がお使いになる場昔は，ス I -ープの取扱い、部屋の換気、高温部への接觸による 
やけど、あ温やけどや脱水症げなどについて、周囲の人び充分にを意してください。 


★保管時にしていただ< こと 

•長期間使巧しないと走又は保管ずるとさは、がずな油を振いて、電池ケースから乾輩地を取りはずしてください。 
傾けたり、横側しの状態では保管しないでくだごい。 

火災のおそれびあります。 

• しんの手入れ(か5焼きク U —ニング)は、風びあたる場所ではおこなわないでください。 

_火災のおそれびあ0ます。 ___ 

★廃棄するとを 

ストーブを廃棄処分ずるとをは、がず油タンク内の巧ミ由を抜去取0、電油ケースから乾單池を取りはずしてください。 
リ4ぺージ巡^参照） 

巧油や乾輩池が入ったまま廃棄すると I 」サイクルの隙、予想しない事故が発生するおそれびあります。 


★次の場所では使用しない 


火ぶやず想でさない事故や故障の原因になりまず。 

C 水平でない場所、不安定な場所 ) •風のあたる墙ち 

•傾斜した場所や振動の激しいところでは、使用しないでください。气罕辛？険 
巧漠 g 動消乂装置び誤作動することびぉ D ます。 乏吾?^ 

•しっかりしたじよラぶな床面で使用してください。 —口 I 僵 2™^° 

•移動車両の中や、不安定な台の上で使用しないで<ださい。 置/^1,かで 1 ,^ 

輯落したり、义がになるおそれびあります。 ' 聞倒しし畢巧 

C 暖炉などストーブ"が囲われる場所 ） じ F _ 琴定な物 

•暖炉や押入れに入れての使用など、特殊な使いかたをしないで< 戸下物(こが 
ださい。 ( 直射日光の; 

火災の原因にな0ます。 •異常‘燃焼を起 

r ほこりや湿気のをい場所 ) ■ ミ由タンクの灯 

•粉類や繊繩をお橄う塌所や温室-覇鶏場など、塵やほこりのをい 心巧^ガス< 

場所では使用しないで<ださい。 •爆発や乂ぶの 

燃焼用空気(酸素)を取入れる箇所び目づまり状態にな0、異常燃 r 巧•美 S おか J 
焼を起こずおそれげありまず。 二化—け 

0豆室•飼育室など人のいない場所 ) } ま置 5® 発生 

•使用頒境の変化で、予測しない事巧び発生するおそれびあ D ます。_ な0まず。胃 

み可燃物（木壁、合板、ふずまなど）との 距離を離ず I m 5 ta ム • • 

•スト-ブか5可励との距離は/ち図の指赴:!上の距離を保つようにしてくださし 、。 M L 咬11111 f 飄 WW 
•スト-ブ上方の棚などとの距離は必ず1 mlU 上あけてください。 、 y ■! も上 TST 

•上方の棚などからの落下物びないよラにしてくだごい。 J 

•カーテンなどびストーブにふれないようにしてください。 I 夕ふ設里 

•家具等か5はち図の指定な上の胆離をとってください。 : J — 

(熱で変おや蜜色、自然発义ずることびあ。ます。） —- , . 


A 

を意 


¥ 


の 


風のあたる場所、部屋の出入口、屋夕り 

•風のあたる墙巧や屋外では使用しないで < ださい。止 
炎び出てち険です。掃除機の排気びあたらな 
いよラま意して < ださい。 

•部屋の出入□など人の通る場所、人びぶっかったりっま 
ずく場所で使用しないでください。 

嚴倒して單故や火災び超さるおそれびあ日まず。 

r 不ま定な物をのせた棚などの下： ） 

• 落下物によ〇乂がび起さるおそれびあ0ます。 
ni 射曰光のあたる場所、温度の高い場所つ 

■ 異常‘燃焼を起こすおそれびあ D ます。 

* 油タンクの灯油びあ/引れ出て乂がのおそれびありまず。 

r ~ 可燃性ガスの発生ずる場所、またはたまる場所つ 

• 觸発や义災の原因にな0ます。 
r 理.美容院’クリ-ニンク’店などスプレ-ゃ化学!品をおう場所） 
■化学薬品びスト-ブの熱で変化し、器具の故障や、腐食 
性ガスの発生により金属•鏡-ガラスなどを傷める原因 
とな0ます。 



願い （ NCmCE) 


★灯ミ由の晚棄 I •灯油の廃棄化分は、灯油をお買いホめになった販売店にご相談ください。 


使用ずる場所 







★効果的に使用ずるために 

■このス I '■ー ブは、なるべく部屋の中央に置いていただきまずと、対流効果によってお部屋の温度 
のムラび少なくなり、効果的な暖房びでをます。 

(ただし、部屋の出入口や人の通る場所、風のあたる場所、可燃物のそばには置かないでください。） 
•お部屋の空気をヴーキユレータなどで巧流させますと、お部屋の湿度のムラがよりかなくなり、 
効果的に暖房びでをます。 

(このとさス I -ーブには直接風びあたらないよラにして < ださい。） 


U U 

星 























各部のなまス 




































使用前の準備 


ストーブを取り出ず 


I 包装箱に表示してある「包装の内容」をごらんになった 
I ラえで、包装箱か5包装巧を取 D 除を、製品を傷付け 
ないよラに取り出して < ださい。 

-お願い-^ 

包装巧は可燃物でずか6、必ず®り除いてください。 


天板をおりはずしてください。 




炎筒内部の包装材とシール、包装ネオ 
にシールで貼り付けてあるチラシを 
取り出してください。 

包装材を取0出さずに使用されます 
と、义災のおそれがありまず。 


天板を炎筒にかぶせてください。 

置台に油タンクをのせ、油タンク脚 
を置台の止め板の下に巧し込んでく 
ださい。 


-お願い- 

必ず歷台を取りがけて使用してくだ 
さし、。 


/ \シール 

/包萬材（ダンボール） 

^ 油タンク ^ 


油タンク脚 



燃料 

受)燃料は：〇迪 ( J 旧1号な油)をおず使用してください。 

® 変質な油、不純な油は、絶対に使用しないでください。 


★ガソリン使用禁止 

ガソリンなど揮荒性の高い油は、絶巧に淀用しないでください。 
少、■の混入でち、义災の原因になりまず。 




•誤ってガソリンなどの燃料を使巧したことびわかったときは 
あわてずに、緊急消乂レバーを巧し下げて消乂して<ださい。 
• 変質打巧(持ち越した打ミ由など)、不純な油(の■油むがの油，水- 
ごみび混入した'な油など）は、絶巧に使用しないでくださし、。 
異常燃焼やお障の原因にな D ます。 

•市販されている助燃剤(添加剤)は使用しないでください。 

巽常燃焼を起こすおそれびあ0ます。 


巧油とガソリンの見分けかたのポイント 

す旨巧に使用燃料をつけて息を収さかけます 
(义の気のない巧でおこなって < だごい） 


〇なミ由 


乂 ガソリン 


(!) な油の保管のしかた 


0 

• X 禁止 


乂知 R 祭) 



•巧油は必ず义気、雨水、ごみ、富温 V 

および直お曰化を避けた場所に保管 一3 

して<ださい。 ^ ； 

•灯油の容器は専用のされいな容器を 
使用してください。また丹油容器は fc - 鸟 却^ 
必ず JIS 認定品で色つをの巧油専用 I - T — ] yJ 
容器を使用してください。 [ な 

• 打油容器巧の巧油びかないと溫度変_^ 

化により結露してかびたまることび 
あります。 

• ドラムおなどで、長期間大量に保管しないでください。 
•お子様の手のとどかない巧に保管してください。 


^_ 変質灯油とは 

• まい打ミ由。（ひと夏持ち越した灯油） 

•長期間、曰化の当たる場所や、温度の高い場所に保管した灯油。 

•容器のふたが開けてあったり、乳白色の容器で保管した巧油は変質しやすい。 
•変質のひどいちのは黄を味をおびたり、すっぱいにおいびします。 

•変質を防ぐため巧油は翌シーズンに持ち越さないようにしてください。 


漂れたままです。 

良い保管 

直射日光、雨水び当たらず、 
乂気のないを暗巧へ保管 


すぐに乾いてしぎいます。 

悪い保管 

直が曰光、雨水の当たる 
ベランダなど、室外の保管 



0 


^い订油は' 
\笛わないで^ 



0 

使用禁止 




乾電池を取り付ける 


でるでる つまみの位置の確認 


•乾輩池は別売です。 

• 市販の単二お乾電池 （ 2個）を賭入して、炎筒側面の電池ケー 
スに、@©を正し<合わせて入れて<ださい。 



しん調節つまみを引を抜いて、内部にあるで るでるつまみの ① 
の位置に、固定ピンび入っていることを確認してください。違 
っていましたら①にはめ替えてください。 

(詳しくは、 10 ぺージ区 るでるなの使いかた] をお読みください。） 



置 i 璧 I 望 

fSiS) 


/しん謂おつまみ 


•新しい乾蜜池とちい乾電池、種類の違う乾單池を混ぜて使用 
しますと、点义でをなかったり、点义しにくくなったり、液 
漏れや破裂ずる原因になります。 


ち 

でるでる: 


-お願い- 

製品の輸送中に生じたお筒の破損、燃烧筒のをお、ねじの 
ゆるみや、はずれなどびないか調べてください。 



不純な油とは 


•灯油なかの油（ガソ IJ ン、シンナー、天ぷら油、機械〉'由、重油など)びほんのかしでを 
混入した巧油。 

•水やごみびミ居入した灯油。 


打巧むか 
ぶ、水、ごみを 
、入: n ないでゾ 




変質打■油 • 不純な油の見分けかた (コッブに水を入れ、次に灯油を入れて背をに白い紙をあてます。） 


イ呆管期間び短<、水と同じ無色透明な 
ら正常。,___ _ 


少しでち色びついていた 5 使用しない。 



0 

使用禁止 


•紫が線で巧;'由び劣化した時は、灯油び 
変色しにくく見分けかたび難し < な D 
ます。 

ひと夏持ち越したの油は無色透明でち 
絶対に使用しないで < ださい。 


を質打油や不純灯油を使用ずると 

•を 質打ミ 由やす 純巧 油を植用しまずと、しんにを量の夕 
ールびたまり、しんの先端が固くなったり、点火しに 
くくなったり、しんが上下しにくくなったり、炎び大 
きくな6なくなったり、激しいにおいびしたりしまず。 
また、消义時にしんび下び6ず义び消えな<なりまず。 


•水のミ居入した巧油を使用しますと、しんび上下しにく 
くなったり、油タンクに灯油び残っていてを炎びルさ 
くなり、異常燃焼を起こして激しいにおいびしたり、 
乂び消えたりしまず。 

•ガソリン、シンナーなど、揮発性の高いものび混入し 
たの油を使用しますと、火がの原因にな0ます。 


万一を質な油やす純な油を使つたときの処置のしかた 


1油タンクやミ由受けざら巧の悪い打油を抜き取り、良 
I 質のな油で内部を2〜3回洗浄してか5良質の好油 
に入れ替えてください。 

(悪し、好油び残っていると再発します。） 

P M ぺージ [1 W ]2 しんの手入れをずるを参照し 
じて、しんの巧端の固くなっている部分を、ラジオペ 
ンチなどで輕くつぶしてか5、しんのから焼をクリ 
一ニングをおこなって<ださい。 

〇しんの手入れをおこなっても规果のないときや、水 
W びを量に混入している場合は、しんをおり替えてく 
ださし、。 

しんの取替えは、販売店までお問い合わせ< ださい。 


-お願し、- 

変質な油や不$屯灯油び原因でアフターサービスを依頼されたとをは、保証期間中でを有料修理となります。 









使巧前の準備 


給油のしかた 


•ス i -ーブを使巧するとさは、とさどさ油量計を見て、灯ミあびあるかどうか確認し、油量計の針び「0」の位置を示ず前に給油し 
て < ださい。 


徹由は、必ず消乂して、ストーブの温度び巧分に下びってか5おこなってください。 


A 樹抑ま、がず消火して、 

ム lA 胃 a 义災の原因になりまず。 


3 


A 注意 

給油は、おず义の気のないところでおこなってください。 

义巧のおそれげありまず。 

0 

1 


禁止 


給油口ふたを開ける。 

給油□ふたを、を（〇)に回し 
て取 D はずしてください。- 7^^ 


給ミを□ふた 

油量計を見なが5給油ずる。 

• 巿販の給油ポンプの先端を止 
まるまで軽<差し込んで、油 1 I I 

亟計を見なびら給油してくだ I pi 

(ホースび抜けないよラに手 も 

で固定しなびら給油してくだも .' T 
さぃ。） 

• 口油は、ミ由》計の r 満」の位置 I f 

まで給油して < ださい。 
r 危」の位固まで入れ過ざます /A 

と、あふれ出ることびあ0ま P 

すので巧分注意してください。 

床を巧した0、臭気や乂がの im 
原因にな D ます。 [] 


満 g の位田 
\ 「日」の位面 


Slit] 


-お願い- 

I 才ート給油ポンプを固定する場をは、ホースを油タン 
クにク U ップで固定でをないので、必ず、ホースび給 
油□か5巧けないように手で固定しなげ弓怯用してく 
ださい。 

’オー h 給油ポンプの r 満蜜位置」の調節は、ポンフの取 
扱説明雷に従っておこなって<ださい。 


I 給油□ふたをしっかり締める。 

•給;'由□ふたを、ち（〔つ）に回^•を自 
してしっか0しめてください。 

•丹油容器のふたを、しっかり —一一 
締めておいて < ださい。 


こぼれたな油はよくふを取る。 

• こぼれた打油はぶ、ずされいに 
ふを取つてください。 

を険ですし、燃焼中に臭気を 
発をする原因にちな D ます。 


f 点乂前の準備と確認 




水平な場所で使用してください。 

ストーブは、必ず水平な安定した場所で使用してください。 

ストーブび、傾いていないか、不安をな状態になっていないか、必ず確かめてください。 

ストーブを傾いた状態で使巧しまずと、対露自動消火装置び誤作動することびあります。また、乾倒 
しやすくなったり.異甫臟焼の原因にな0ます。 


\ K 巧震自動消乂装置のセット 

1 で ..;.^ 1 

しん調節っまみを r 燃焼」の方向へゆっくり回す。 

•しん調節っまみを、 r 燃焼」の方向（（つ）に、ゆっくり止まるまで回しますと、対漂自動消乂装置び 
自動的にセットされます。 

•巧麗自動消火装置をセットするとさには、「カチカチ」と音びして、みし重くな D まず。 



梳焼简つまみ 

燃焼筒のセットを 5 產 IS ずる。 

•点火操作をずる前には、必ず、燃焼筒び正しくしん調節器にセットされているか、燃焼筒っまみを 
左ちに2〜3回動かして、スムースに動くことを確かめてください。 

•ストーブの止方や周囲、置台の上に、巧類や紙やマッチなど、可燃物びないことを確認して<ださ 
い。 

可燃物びあると火災になるおそれびあります。 

| k | 




: p 、 


しん調節つまみを「燃焼 J の方向へゆっく 
0回ず。 

• しん調節つまみの目目りを、 r 燃でるでるお①の位面 
焼 J のち向（〇)にゆっくり止しん巧節っまみ①即口. 

まるまで回してください。 1|| I _ df |||1 

(しんび上びります） 

•しん調節っまみの目印び r でる IT を I 

でる: SJ ①の位置で止まります。111 
•しん調節つまみの目印は、回し 
続けますと、ほぼ真上まで回り / H 5 
ますび、手をゆっくりはなすと / // V 

「でるでるな」①のぬ置まで戻り 
ます。 

(1 日ぺージ 巧るでるなの使 

固養献 

点火レバーをゆっくり押し下げる。 

扉を開け点乂レバーを r 点义」の方 点义レバー 3 ,1, in 
向（♦りこ、ゆっくり巧し下ばてく しの川りりが JdUs 
ださい。 （廚の 


乂が着いたことを確認し、点乂レ;（一を戻ず。 

乂び着いたことを確認したら、点乂レバーをゆっくりは 
なしてください。 


燃焼筒のセットを確認ずる。 

点火操作'後、燃焼筒つまみを左ち 
に2〜3回動かし、燃焼筒び正し 
くしん調節器にセツトされている 
か、しんの上にのっていないかを 
必ず確かめてくだごい。 


扉を閉める。 

扉を閉めてください。扉を開けたまま使用すると、風の 
影嚮をラけて異萬燃焼を起こずおそれびありまず。 

-お願い- N 

点义ヒーター付近か5白煙び出て点义しにくいときは、 
点义レバーをかし戻ずと点义しやず（なります。点义 
ヒーターのフィラメントを、しんから1〜 1.5 111111離ず 
のび一番点乂しやずい位置でず。 

I 点火操作をしたとき、点火ヒーターのホ熱が不巧分で 
点乂しに<い場合は、新しい乾電池〔単三形乾電池： 

2個]をご購入のラえ交換して使用して<ださい。 

(日ページ说懲 S をおり社日す]を参照） 



しん調節つまみを「燃焼」の方向へゆっく 
0回ず。 

しん調節つまみの 目即を、 「燃焼」 しん巧節つまみの目 E 口 
の方向（〇)にゆっくり止まるま|||し cl ||i| 
で回して < ださい。 

(しんび上びります） 




2 扉を開けて、マッチや市販の点火用ライタ 
一で点义ずる。 

•靡を開けて、燃焼筒つまみをゆ I || I お拽茵 っまみ 
っくり持ち上げて、マッチや市 
販の点义用ライターなどを使っ 
てしんに义を着けてください。 

•たばこ用のライターで点火しなこ 
ぃで <だ立ぃ。 み I 

•マッチで点乂した場合は、マッ ^— 

チの燃えかすを、しん付近や機 
器內に落としたり、宙台の上に 
垣かないで < ださい。 

3火が着いたことを確認し、燃焼筒のセット 
を確認ずる。 

/-お願い-^ 

燃巧茵のセットはおず確認してください。ズレていると 
煙やずずび出て、室巧をミちすおそれがありまず。 

•火び着いたことを確認した6、 mmf 

燃焼簡つまみを左ちに2〜3回 4 jyyyy = 

動かし、燃焼筒び正しくしん調 I . I 

節器にセットされているか、し 
んの上にのっていないかを必ず r 
動诚てください。 ^ 

• 乂が着いたことを確認した6、 ^ 

しん調節つまみをかしだけ（点 

火した火び消えない程度に）消乂のち向に回してみて、 
引っかか0びなくスムースにしんび下げられることを 
確認してから、ち5—度しんを上げて使用して<ださ 
し、。 

しん調節つまみびスムースに回6ないとさは、‘燃焼簡 
を持ち上げて、しんを完全に下げてから、点火操作を 
始めからや D 直してください。 

• ライターをス I -ーブの周囲に放置しないでくださし、。 

4扉を閱める。 

扉を閉めてくだごい。扉を開けたまま使用すると、風の 
影響をラけて異常燃焼を起こすおそれびあります。 


点乂のしかた 


-お願い- 

使い始めや、しんの交換後、しんの手入れ（から焼をク 
リー ニン グ）をしたとまは、給ミ由を約1日分挡上待って、 
しんに巧分巧ミ由がのい上げられてから点义してください。 
巧分に吸い上げ日れていないげ態で点义しますと、点乂 
ヒーターのフィラメントををおさせたり、しんを傷めまず。 


初めてお使いになるとをは、点乂後、機器に付着している 
ほこりや油び焼けるにおいびしますび、しばらく使用して 
いただければにおいはなくなります。 

点乂後しばらくの間は、炎び安定せず、「ボッ、ボッ、ボッ」 
と燃焼音びしますび、異常ではありません。しば5<する 
と炎び安定し、音びしなくなります。 


使いかた 


巧いびた 






g いかた 


炎の調節のしかた 


炎の調節 


炎の調節は、しん調節つまみを回しておこないまず。 

しん調節つまみを回して炎を調節すると去は、のイラストをよく見て、必ず正常燃焼の範囲で使用してください。 


炎の状態 


最大正常燃焼のとさの炎の長さは、内炎おか5 3〜4 cm です。 


臭 常 



正 常 
内炎 板 


正 常 


異 常 


〇 

3〜 4 cm 




しんび上がり過ぎ 

(がび大をくなりずぎている） 

ずずや一酸化お乘び 
多く発生する 


最大正常燃焼 

がび内が板か5 
3〜4 cm 出る状態 


最小正常燃焼 

がげ巧お板から 
1 cm 出る状態 


しんが下がり過ぎ 

_ (がび出ていない）_ 

においや一酸化炭素が 
をく発生する 



@炎の大きさは上図のように、正常燃焼の廚旧でご便用ください。 

•点义を2分ほどで、炎び上びってきます。しば5くすると炎び長く伸びてさます。炎び勢いよく環 
状に、斜め上ちに燃え上びるのびよいがおです。 

•室巧温度び上昇しておび大きくな D すぎて、すすび出ることがありました5、しんを下げてがを調 
節してください。 

•燃焼中は、時々炎を見て、正常燃焼であることを確認してください。 

正萬燃焼でないとさは、なの調節をしてください。 


义力を弱くずる場含の注意 


•火力を弱くした場合でも、炎び巧炎板から1 cm 出る状態で使用してください。 

•あま D 义力を謂くすると、においや一■酸化巧素びを<発生し、しんにタールび付着します。 

しんの高さ調節（でるでるお;）について 

使用時間の経過につれて、しん調節つまみを回してしんをいっぱいに上げても、燃焼簡やしんの劣化などでがび大きくならない 
とさは、10ページの r でるでるおの巧いかた I の頂を参照して、しんの高さの調節をしてくだごい。 

•変質'な油や不純のミ由を使用してしまい、しんにタールび巧着したり、水を含んでしまったときは、炎び大をくならないととも 
に、しんの上下操作び重くなります。このぶラなとさは、14ページ n 果管 1 2 しんの手入れをずる の項を参照してしんの手入 
れをして < ださい。 


消乂のしかた 


通常の消义の場合 


しん調節つまみを、「ニオイセーブ消乂位置 J まで、ゆっくりと回ず。 

しん調節つまみの目即を「消义」の方巧（〇)へ r ニオイ セー ブ消义位 屋」までゆっくり止まるまで 
回してください。（速く回ずとにおいび出やずくなりまず。） 

消义を確認ずる。 

• においをかなくするため、4分程燃焼(炎び一部残る）して消火します。 

• しん調節つまみの目印び r ニオイ セー ブ消乂 f な置」 にあり、火び消えたことをおず確認してくだ 
ごし、。 


ニオイセーブ消义 ffig 




緊急の消乂の場含 


喔)緊急消火レ/ 一を押し下ばる。 

緊急消火レバーを巧し下げて、巧震自動消乂装置を作動ごせてください。 

このとを急速に消乂ごせるため、においやすすび発生することびあります。 

しん調節つまみの目印び r 緊急消义位置 J にあり、火び消えたことを必ず確認してください。 

•しんび下が5ず消义できない場合は、しん調節つまみを回して、しんを下げてください。 
それでをしんが下び 5 ない場合は、火が消えるまで燃やしをってください。 


/ /しんお節つまみ 
ィ !の目印 

巧急消义巧 ■ ,1 


jl ! 難 . 


しん韵節つまみの目の^ 




消乂のしかた 

•時間にを裕びない場合は、が筒の巧ひらコップ2杯 (4 日日 m 《程度)の水をかけて消乂してください。 


水をかけると水蒸気び出たり、巧筒のホー□一げ巧けることびありまず。あわててヤケドをしないよ 
うに、手袋をはめるか、手にタオルを巻くなどしてからおこなってください。また、あとで油タンク 
內の水の入った巧ミ由を巧を、しん交換び必要です。 


• しんを下げ日れない原因は、しんに夕ールびたまっていたり、水を含んでいることびありまずので、14ぺ一 
ジ I 保管 1 2しんの手入れをずるを参照して、しんの手入れをおこなうか、新しいしんに交換してくださしん 



消义後再点乂ずるとさの注意 


消乂後、約日分間は再点火しないで<ださい。燃焼筒び;ちえないラちにしんを上げると、生ガスび発生し、激しい臭気びでた D . 
点乂しないことびあります。 


でるでる芯の使いかた 


しん調節つまみを回してしんをいっぱいに上げてち、燃焼筒の酸化、しんの劣化などでがび大きくな5ないときは、でるでるつ 
まみを操作して、しんの富ごの調節をして<ださい。 

f -お願い- N 

•購入して初めてお使いになるとをや、新しいしんに交換したとをなど、炎び巧分に出ているとをに、でるでるつまみを⑤ 
や⑤へはめ替えると炎び大きくなりすぎ、すすび発生します。 

炎び大きくな5ない時むがは、でるでるつまみを①で使用してください。 

•不良巧油や変質な油を使用して、しんに水やタールび付着したとをはでるでるつまみを操作してち効果びない場合びあ D 
ます。その場合は 14 ぺージ 鬥更豎 1 2 しんの手入れをずるの項を参照してしんの手入れをおこなってくだごい。それでち 
良<な5ない場合は、去斤しいしんに交換してください。 


緊急消义レ/ く一を押し下げる。 )[^ 

巧霞自動ミ肖乂装置を作動させてください。 

巧巧自動消乂装置を作動させてしんを完全に下げた状態にしないと、 でるでる^ |\ u . 
つまみをはめ轉えることびでさません。 

しん調節つまみを引を巧く。 : K 产 

でるでる つまみを引っ張り、 でるでる つまみの③または⑤印の巧のいずれかを、 え 

固定ピンの凸部にはめ督える。 

①から⑤の巧へ、③から③の巧へはめ督えることにより、しんの富さはそれぞ 
れ約 2 rnm 高くなり、炎び大をくなります。 

逆に、炎を小さくする場合には、⑤を⑤に、⑤を①にはめ皆そます。 


幻 I 

し | 川 … miij 


因定ビンたりの 
な■にちること 



でるでるつまみの位» 

① 

② 

③ 

しんの高さ 

約7 mm 

約9麵 

約11 mm 




しん調節つまみを取り付ける。 でるでるっまが 

でるでるつまみを①から⑤または⑤にはめ替えますと、点火の際しん調節つまみを回したとき、しん 
調節つまみの目印の止まる位置び、 r でるでるな」の⑤または③位置にかわります。 




巧震自動消乂装置 


巧震自動消义装因は、ストーブ本体び地巧(巧度約5む上)や強い振動、衝裝を受けたとき、义がなどの危険を防ぐために自動 
的に消义させる安全装置でず。 

地禁によって作動した場含は、周囲の可燃物びたおれていないか、機器の損場はないか、油びこぼれていないかなど異常がな 
いことを確認したを、再点乂してください。 


巧震自動消乂装置の取扱い上の注意 J 


•通常の使用時には、しん調節つまみを回して消火してください。消乂の際に巧漂自動消义装置を作動させますと、においび発 
生します。 

•ストーブを持ち運んだり、ずらしたり、掃除するときなどは、しん調節つまみで消乂した後、緊急消义レバーを巧し下げて巧 
震自動消火装置を作動させ、しんを完全に下げてからおこなってください。 

•ス1ブを長い間使用しないとさは、巧裝自動消乂装置を作動させ、しんを完全に下げた状態にしておいてください。セット 
したまま放置しますと、巧誤自動お乂装置の寿命に悪影嚮をあたえます。 

■ふをこぼれやすい牛乳-鍋物の煮たを(保温）に、スブを絶巧に使用しないで<ださし、。 

■しんにタールび付着して固くなっていたり、水を含んでいると、しんの上下操作び重くなり、巧麗自動消火装置び作動しても 
ミ肖乂性能が着しく悪くなり、乂がの原因になります。 































点検•手入れ 


点検•手入れのしかた 


点検•手入れをおこなラとさは 


ス I ブを消乂し、本体の温度が巧分に下び つて か6おこなつてください。 
手をけびしないように手袋をはめて、おこなつてください。 

巧愛自動消义禁置の取りはずし、分解はおこなわないでください。 

のず乾電池を、電池ケースか6取りはずしてからおこなつてください。 


使ラたびに 


ストーブの 
周囲 


油こぼれ 
油たま D 
油にじみ 


油漏れ 


窓雲母 


点検內容 


•ストーブの周囲に可燃物や障害物びありませんか。 
[乂がの原因にな D まず] 


•油タンク、置台の表面に、油びこぼれたり、たまった 
0、にじんでいませんか。 

[火災の原因になります] 


•油漏れはありませんか。 
[义災の原因にな0ます] 


•破れたご、巧びあいていませんか。 
[異常燃焼の原因にな0ます] 


1箇用こ1回む上 


点巧茵所 
ほこ0 
誦鹏気！执部 
(しん納筒下浙 

巧曲自動 
消义装 g 


油タンク 


_ なお内容 _ 

•置台にほこりびたまつていませんか。 

• 歷台の上に物び入0こんでいませんか。 

[異常燃焼や火災の原因になります] 

•しん調節つまみを回してしんを上げてか 6. 置台をゆ 
すると、对展自動消火装置び作動します。そのとさし 
んが下びり、しん調節つまみび r 緊急消义位置」の位置 
に戻 D ますか。 

[確実に消乂することを確認] 


•油タンクに水やごみびたまっていませんか。 

[しん上下の操作び重<なった0、錯やミ由漏れの原因に 
なります] 


処(■方法 


•常に整理-掃除をし可燃物をストーブの周囲に置か 
_ないでください。_ 

•こぼれたり、たまったり、にじんだ油はされいに風 
さ取って < ださし、。 

•油び漏れている嗎合は、ずぐに使用をやめ、お買い 
求めの販売店に修理依頼をしてください。 


•13 ぺージ I 巧雪毋の巧巧のしかた I を参照して、新 
しい窓雲母に交換して < ださし、。 


_ 処1■方ミ去 _ 

•置台を取0はずし、たまったほこり、ごみなどを掃 
除機で吸いおった0、雑巾などでふを助ってくださ 
_い。_ 

• しん調節つまみび「緊急消义に廣 J に戻らない場合は、 
しん、感森部の項の巧検をしてください。 

•販売店に修理依頼をして<ださい。 


•給油口ふたをはずして、市 P ぶの給油 
ポンプなどで、油タンクの中の水や 
ごみを、吸い出して<ださし、。 



2箇巧に1回な上 


点巧茵所 



燃焼筒 


点検巧容 

処■方法 

•点乂しない。あるいは、点火しにくくありませんか。 
[点义ヒーターを点横] 

〇 X X X 

フィがント *1； ^ ベ ，• 

か化-夕- ^ 

,■ I 、 1 一^ J S 

•点火ヒーターのフィラメントび r 
変形している場合は、必ず輩池- 
ケースから乾電油を巧いてから 
マッチ棒などで、図のよラに驛 y 
<修正してください。 

•変形びひどいちのや、断線している塌合は13ページ 

1 お义ヒーターの巧巧のしかた1を參辟して、新し 

い点乂ヒーターに交換して<ださい。 

•点火ヒーターのフィラメントは巧分にホくなつていま 
すか。 

[乾電池の電圧(消耗)点検] 

■ホ熱不足の場合は、6ページ 1 乾曲淋を取りがける1 
を参照して、新しい乾輩池に交換してください。 



•燃焼筒の細かい巧に燃えかすや、すすび付着していま 
せんか。 

__[勇南燃焼の原因になりまず]__ 

•しんの巧端にタールび付着して、固<なっていません 
か。 


しんに夕ールが巧着していると、なのようなで具合び 
発生しまず。 


•消火操作をしてを、しんび下びらず、消火しない。 
•しん上下の操作び重く、スムースにできない。 

•点火操作をしてを、点火しない。あるいは、点火し 
にくし、。 

•炎び大をくならなかったり、燃焼中ににおいがする。 


•ブラシなどを使って、燃えかすや、すすを取0除を、 
をれいに掃除して < ださい。 


•夕ールび付着している場合は、14ぺージ dg ] 2 
しんの手入れをするに従って、しんの手入れをおこ 
なって < ださい。 

• しんの手入れをおこなってを効果のない場合は、新 
しいしんに交換して < ださい。 

































2 箇月に 1 回 ly 上 


涨祗 


1年に1回む上 
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点火装置の作動はスムースですか。 •点乂装置に付着したごみやほこりは、防錯潤滑剤 （CR 

点乂不良の原因になります] C 等）をかけてから、きれいな布でふきおってください 

•13 ページ n 灭ヒーターのだ 巧のしかた I を参照して、 
本体をおりはずしてか5手入れをしてください。 

•請がをいをのや、巧れび取れず作動び悪い場合は、お買 
し、求めの販売店に修理を依頼してください。 


処 S 方ミち 


点検芭巧 


この表似が•の不具合びあるときや、処置方法により処置をしてを良くな6ないときは、使用を中止し、お買い求めの販売店にご拒談ください。 


[ 


置台を掃除ずる。 


コードびはずれてし、るときは正しく差し込む。 
その他は販売店に連絡する。 

ショートしないよラに直す。 

不明の時は販売店に連絡する。 


正しく入れ直す。（日ページ参照) 


新しい乾電池に交換する。（日ページ参照) 


正常な巧油に交換する。 
新しいしんと交換する。 


正常なな油に交換する。 
新しいしんと交镇する。 


皿 ■■■ 


点乂してから必ず燃焼筒つまみを持ってを 
ちに2〜3回動かす。 


新しいしんと交換する。 

油タンクの水を抜を、きれいな巧油ですす 
ざ洗いする。 


しんの离さを調節ずる。 （10 ぺージ参照) 
新ししんんと交換する。 


しんを下げて、がを調飾する。 


故障 • 異常の見分けかたと処置方法 一修理を依頼される前に一 


_ 定期点検のおずずめ （2 シーズンに1回） 

長期間使用されまずと、機器の点検び必要でず。2年に 1 闯程度、シーズン格了被などに、お賢い上げ店、または、修理資格嵩[(財） 
曰本石油燃焼機器お守協会 （ TE し 03-3499-2928) でおこなラ巧術管理講習会修了ち（石油機器巧術管理±)など]のし、る 
店などに点検依頼されることをおずすめします。 


点お巧容 


点巧内容 


• 感震部にごみの付着や鋪はありま 
せんか。 

[巧震自動消义装置び正しく作動し 
ません] 



ごみやほこりは、やわらかい巧でされいにふさ取ってく 
ださい。 

鐘びを量に発生している場合は、お買い求めの販売店に 
修理を依頼してくださし、。 


処且方法 


点検 • 手入れのしかた 




燃焼筒びしんの上にのつている。 


燃焼筒の変形。 


しん調節器と燃焼筒との間にすを間 
びある。 


窓雲母の破れ、はずれ。 


巧油び変質している。（ミちむた油や 
ポ I 」容器で1年間持ち越した油など） 





灯油び水やごみを含んでいる。 

〇 

〇 


乾軍池げ消耗している。 

〇 



正し < 入れていない。 

〇 



点火装置のコードびはずれている。 

〇 



点义装置びシヨート魄絡）している。 

〇 




点义ヒーターのフィラメントの形状 
び正常でない。切れている。 


置台に、ごみ、ほこりびたまっている。 



imi 


燃焼筒.《筒 




消火しない.し 


烫ゃ、ずすび出て雪 


点义しない.し 


《奚 f 替ない.零-^ 


お手入れ•保管 














































部品交換のしかた 


•曽えしん、点义ヒーター、窓雲母、燃焼筒などの交換部品び必要な場合は、お買いボめの販売店にご相談ください。 

•部品び目ぶ売店にない場合は、別紙の L お客樣担設窓 □— 巧」 までお間い合わせください。 


しんなどの巧お部品は、必ずトヨス!''ーブ純正部品（指定部品）を使用してくだをい。 

主胃 純正部品!を使用しないと、ストーブの性能を損なラばか0でな <、が障やチ想でをない事がび 

発生ずるおそれびありまず。 


部品交換のとをのミち意 


〇 

指示 J 


•ご自分で部品交換される場合は、下記の項目を守り、やけど、けびなどしないようを意しておこなってください。 

①手をやけどしないよラに、ス I -ーブは消义し、温度び巧分下びるまで待ってくだごい。 

⑤乾單池は必ず聖池ケースから取りはずしてください。 

③手をけびしないように、手袋をはめてくだごい。 

•不完全な修理はを横です。お買いホめの販売店か、（な)日本石油燃焼機器保守協会でおこなう巧術管理講習を修了を（石油機 
器技術营理±)などのいる版売店で修理を依頼されることをおずずめしまず。 


しんの交換のしかた 


トヨストーブ純正適合しん 


トヨ耐おしん第1巧種 I 商品コード:12012807 

しんの交換方る-注意内容は、 トヨ 耐熱しんに添付されている取扱説明 
雲をお読みください。 


國 


」旧適合検査合格品はこのマークび貼つ 
てあります。マークの色彩は、白地にホ 
インクで表をされています。 


窓雲母の交換のしかた（ビニールなどの可燃性のものは絶巧に使わなし、でくださし、。） 


窓雲母」商品コード:11013202 

窓堅母が巧れにり、破損した橋合は、が筒に付いている r 固定わく」を止 
めているねじ1本を取りはずし、固定わくを取りはずしてください。新 
しい r 窓雲母の切り欠を」と「固定む<の巧」を合わせて、「固定わく」のツ 
メを炎筒の切欠さ部にさし込んで、炎筒にねじで固をしてくださし、。 


l^MI 



燃焼筒 I 商品 コー ド:11日1320目 I •燃焼筒の構成部品び、変形していたり、燃焼筒の下部びラまく揃っていない場合は、お 
-- ' - ' 買いホめの販売店、または別祇の [15 客様逼醫窓口一苗1までお問い合わせください。 

乾電池の交換のしかた 

• 日ぺージ 巧 通を巧り巧ける 1巧刹,負して、必ず2個とも市販の新しい乾空地逆二お乾堪池：)にを換してください。 

•お0はずした古い乾堪池は、表示してある使用推奨期限内は、里池能力び残っていれば他の製品に使用でをますので、再利用 
されることをおすすめします。 


燃焼筒の交換のしかた 


点义ヒーターの交換のしかた 


«=っ_ぃ..11日271121 •点火ヒーターの交換をするときは必ず、乾電池を電池ケースから取りはずしてください。 
Pi (緑パツク） 乾聖池を入れたままおこないますと、やけどをすることびあります。 



乾電池を取り出してくださし、: 



片手で ヒーター ホルダーをつ まみ、 
点火 ヒーターを 押しつけなび5回し 
て、ヒーター ホルダーから抜を取つ 
て < ださし、。 


巧义ヒ ーター 
の凸逊 
~ 巨ー ター 
A .ホルダー 


「緊急消乂レバー」を巧し下げて、対駐 
自動消火装置を作動させてください。^を 


/ヒ—夕—ホルタ— 

C 片手でヒーター巧ルダーをつまみ 、 illj §^^。ヒ日ータ— 

U 新しい点乂ヒーターの凸部をヒータ/乂4(/ がお 二 
-ホルダ-の溝を通すように入れた 
ら、押しつけなびら回して、点火ヒ 
-夕一の凸部を、ヒ ーター ホルダー 
の凹部にはめ込んでください。 が^_占こ;1^夕_ 

•点火 ヒーターの フィラメントに、 

指を独れてをおさせないようにし 
て < ださい。 

7 が筒をかぶせ、体止めねじ （3 箇所)で固定してください。 

' 燃焼筒と乾電池を元通り正しく取り付けてください。 

0燃焼筒つまみを輕くをちに2〜3回動かし、燃焼筒び正 

0しくしん調節器にセットされているか、しんの上にのつ 
ていないかを必ず確かめてください。 


体と油タンクの接合部の体止めねじ3 
本を取りはずしてください。 


炎筒をゆつ < D と持ち上げて、炎筒と 
燃焼筒を取りはずしてください。 


•人皿 ^ 

SJP 

ffit めな じ X 




























巧タンク內の巧油を巧を取る。 

•油タンクの給油口ふたをはずし巿販の給油ポンプの吸込側を油タンクに差し&んで、巧タンク內の 
打油を抜を取ってください。 

•油タンクに水やごみび残つたまま保管すると、綺や;•由漏れの原因になります。されいな丹油ですす 
ぎ洗いをしてください。 



しんの手入れをずる。（か5焼きクリーニング） 
f -お願い- 

• しんの手入れは、風びあたる場巧ではおこなわないでください。 

• しんの手入れ中はにおいびしまずので、部屋の換気をおこなってくださし、。 




廃棄ずるとき 


A 注意 



呼 

寸 


育 


巧震自動消火装置（しん降下式) 


6.3L 

約10時間 


170% 


6.6 日 kW 


3,5rnm 


0.647 L/h 


最大燃料消費量 


灯油 (JiSl 


トヨ耐熱しん第125種 
120mm 


品番15310日3014 


種 類 


商品コード11027112 


点义 ヒーター 


約11 kg 
普通筒しん 


482mm 


482mm 


型式の呼び 


K5_67C _ 

自お通気お開放式石油ストーブ 
しん式•自然巧沉あ 
電池点义〔お二形乾電池2個 • 別売：) 


外形寸法 
(屋台を含む) 


583mm 


本ページの 門呆宮(長期商使用しなし觸さ yi の1項を參照して、油タンク內の打油を巧きおり、電池ケースか5乾電池を取りはずし 
て廃棄して < ださい。 


* 灯油はを質を防ぐため、翌シーズンに持ち越さない(使いをる）ようにしてくだをい。 

♦取 D はずした乾輩池は、表示してある使用推奨期限内は輩池能力びのこっていれば他の製品に使用でをますので、再利巧され 
ることをおすすめします。 


①13ぺージの 協义ヒーターの巧換のしかた] の1〜4項を養照してが筒と燃焼筒を配 n はずし.しんの 
先端び固くなっている時は、ラジオペンチなどで固い部分を軽くつぶしてか5おこなってください C 
③前頂1の手順で油タンクの灯油を抜さ取って<ださい。 

③ 炎筒と燃焼筒を元通りに取り付けてください。 

④ 通常の扁乂操作をして、正しく燃焼させてください。 

©火力びルごくなったら、しんを一杯に上げて自然に消火ずるまで燃やしきってください。 

置台を取りはずし掃除ずる。 

油タンクを矢印のち向に回して置台を取 D はずし、置台の上のほこ D や巧れを取 D 除いてください。 
取りはずしに置台は、化ず元通りに取りつけてくだ巧い。 

電池ケースか6乾電池を取りはずず。 

乾型池を取りつけたまま保管ずると、液漏れしてストープを腐食させることびありまず。 

巧震自動消火装置を作動をせる。 

巧强自動消义裝超を作動させ、しんを下げた状態にして < ださし、。 

点横、 掃除をする。 

①11ページの r 点巧•を入巧巧!:^^ の頂目にしたびって、点検、手入れ、掃除をしてください。 

③ストーブの含部品は、よく掃除して、いたんでいるをのは新しいをのに交換してくだごい。 

③ストーブの巧れは、地れた巧でふいて落とし、乾いた巧で水気をおり除いてくださし、。 

収納ずる。 

包装箱に入れて、湿気のかない場所に保管して<ださレ。 
r 取巧説明善 J や r 保証害 J をちれずに大切に保管して < ださし、。 

( -お願い- N 

高ミ届を湿、直射日光の当たる場所には、保管しないでくだをし、。 

錯が出たり、樹脂部品びをおずる原因になりまず。 


ミ由タンク 


油タンク脚 



保管（長期間使用しない場合) 


ず管 
管保 
呆 ホ 

は巧。 

又態ず 
き がま 
と。のり 
いいし友 
なさ剧び 
しだ横れ 
用 < 、そ 
使てりお 
間したの 
期ずけ災 
長は傾火 


お手入れ•保管 

























アフターサービス 


保証について 


•添けしております保罰害は販売店で巧定事 I 頁を記入しておおししまずので、記載巧客ちご確認のうえ大切に保営してくださし、。 
★保証期間は、お買い巧めの 日より 1年間でず。 

/-お願い- N 

次のぶ5な原因によるお障および畢故につさましては、保話の巧象となりませんのでを意して<ださい。 

(]) 変質好油や不綿の油など、また灯油むがの燃料を使用したためのな障や事巧。 

(2) ほこりや巧れなど、手入れのゆをとどかなかったために超こったな障や事な。 

(3) 純正部品しソがのをのを使用したり、しんに夕ールがイ寸着したり、水を吸ったり、乾電池の蜜圧不足や、点火ヒーターの 
断線による故障。 

(4) 消耗品(乾輩池、しん、点火ヒーター、窓雲母)の故障。 

(5) この取扱説巧書や、本体貼付ラベル類による危険’萬告-ま意-お願い事項び守られず、誤った使い方をされた場合の 
故障や事な。 

•その f 也詳細の保証内容については、保証書の記載內容をご覽<ださし、。 


修埋を依頼ずるとを 


•「故障-異常の見分けかたと処置ち法」 （12 ページ)に從って、処置をおこなって<ださい。 

直5ないとさは、使用を中止し、必ずお買いおめの販売店に修理を依頼して<ださい。 

• 下記の事項を連絡してください。 

①品名…石油ストーブ(自然通気形開な式石油ストーブ） 

③ 型式の呼び’’ • KS -67 C 
⑤お買い求め年月曰 

④ 故障の状況(でさるだけ具体的に） 

⑤ おなまえ，おところ，電話番号 

•修理に際しましては、イ呆記番を提示してくだごい。保部害の規定に従って、版売店び修理させていたださます。 
•保班期間び過ぎていてを、巧頼によ D 有料で修理ごせていただきまず。 

•修理料金は、技術料.部品代，出張料などで構成ごれています。 


♦ 

ま意 

、 

幢理•引越しなどで、ストーブを運搬される場合は、里地ケースから乾喪弛を取りはずして、 

ミ由タンクのり油を ts いてください。 WV 

運搬の途中に阿油びこぼれ、周囲を巧すおそれびあります。 

おで 




補修用性能部品について 


• 石油ストーブの補修用性能部品の保有期間は製造打切 D を目年です。 
• 補修用性能部品とは、製品の機能を維持するために必要な部品です。 


消耗•劣化ずる部品 


•使用期間により、交換•メンテナンスび必要な部品…しん、点义ヒーター 
•変質灯油、不純な油の使用でを化しやすい部品…しん、点义ヒーター 


故障•修理の際の連絡巧 


アフターヴービスについてご不明な点は、お真い巧めの販売店、または、をよりの I お客樣ネ巨談窓 FM 1 (別紙参照)までお問 
い合わせください。 


お客様へ…おぼえのために記入されると语利でず。 


广 

型 式 

KS -67 C 

お買い求め年月日 

年ち 曰 

お質い求め店名 

(電話番号 ）（ ) 一 

J 
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